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事後評価にかかる資料 
事業名 一般国道 32 号井川

い か わ

インター関連 事業区分 一般国道 

起終点 自：徳島県三好
み よ し

市池田
い け だ

町州津
しゅうづ

 

至：徳島県三好
み よ し

市池田
い け だ

町ヤマダ 

延長 2.4km 

事業化 平成 2年度（1990 年） 都市計画決定 ― 

用地着手 平成 4年度（1992 年） 工事着手 平成 7年度（1995 年） 

完成供用 平成 14 年度（2002 年) 

事
業
の
概
要 

全体事業費 約 253 億円 

（うち用地費：約 32 億円） 

交通量 10,857 台/日 

【H17（2005 年）】 

事
業
の
目
的 

三好地方生活圏の中心都市である三好市及びその周辺地域は、産業、経済、教育等の各

種の機能が集積しており、徳島県西部の中心として発展している。また三好市は、四国の

主要幹線である一般国道３２号、１９２号が市内で交差しており、広域交通の要衝となっ

ている。このため、朝夕のピーク時を中心に、地域を通過する広域交通と地域内の通勤・

通学等の生活交通が輻輳
ふくそう

し、交通混雑が慢性化していた。 

特に、一般国道３２号と１９２号が重複する三好大橋付近では渋滞が著しく、根本的な

対策が必要となっていた。 

更に、地域の活性化に向けて、大歩危やかずら橋といった四国を代表する観光地へのア

クセスの強化や高速交通ネットワークを構成する井川池田ＩＣへのアクセス強化などが

不可欠であった。 

井川インター関連はこれらの課題に対処し、徳島県西部の活性化を支援する目的で計画

整備されたものである。 
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事
業
の
状
況 

【事業箇所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【標準断面図】 
井川インター関連 

●計画区間：三好市池田町州津～三好市池田町ヤマダ 

●計画延長：２.４kｍ 

●道路構造：第３種第１級及び第２級 

●車 線 数：４車線及び２車線 

●標準幅員：下図参照 

 
 
 
 
 
 
四国中央橋 

●計画区間：三好市池田町州津～三好市井川町西井川 
●橋  長：５４８ｍ 
●道路構造：第３種第２級 
●車 線 数：２車線 
●標準幅員：右図参照 
 

箸蔵
はしくら

大橋 
●計画区間：三好市池田町州津地内 
●計画延長：１３４ｍ 
●道路構造：第３種第２級 
●車 線 数：２車線 
●標準幅員：右図参照 
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◇客観的指標 

 

＜事業の効果や必要性を評価するための指標（1/3）＞ 

政策目標 

大項目 中項目 
指 標 備考 

● 
現道等の年間渋滞損失時間(人・時間)及

び削減率 

【a 区間：当該事業の整備により影響を受け

る範囲の区間】 

・整備前 429.7 万人時間/年 

・整備後 373.8 万人時間/年 

 ⇒55.9 万人時間/年削減(削減率 13%) 

【b 区間：当該事業の影響が も大きい区間

(並行区間：国道 192 号等)】 

・整備前 53.4 万人時間/年 

・整備後 6.5 万人時間/年 

 ⇒46.9 万人時間/年削減(削減率 88%) 

● 
現道等における混雑時旅行速度が 20km/h

未満であった区間の旅行速度の改善状況

対象区間(国道 32 号、国道 192 号：三好市井

川町西川井～三好市池田町ヤマダ) 

改善状況(旅行速度 19.7km/h(H11) 

⇒46.5km/h(H17)

○ 
現道又は並行区間等における踏切道の除

却もしくは交通改善の状況 
 

● 
当該路線の整備によるバス路線の利便性

向上の状況 

三好大橋南詰交差点の渋滞解消により路線

バスの定時性・利便性が向上 

対象バス路線(バス会社：四国交通 路線

数：3 便数：30 便/日) H20.9 現在 

● 
新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセ

ス向上の状況 

旧三好町、旧井川町～阿波池田駅(土讃線特

急停車駅)  

・ともに 15 分→12 分(3 分短縮) 

円滑な 

モビリティ 

の確保 

● 

第一種空港、第二種空港、第三種空港も

しくは共用飛行場へのアクセス向上の状

況 

三好市～高松空港(第二種空港) 

・79 分→76 分(3 分短縮) 

○ 
重要港湾もしくは特定重要港湾へのアク

セス向上の状況 
 

● 
農林水産業を主体とする地域における農

林水産品の流通の利便性向上の状況 

【三好市(旧三野町)】はっさく(511 トン/

年:H17)全国 17 位 

物流効率化 

の支援 

□ 

現道等における総重量 25t の車両もしく

は ISO 規格背高海上コンテナ輸送車が通

行できない区間が解消 

 

○ 
都市再生プロジェクトの支援に関する効

果 
 

○ 

広域道路整備基本計画に位置づけのある

環状道路が形成（又は一部形成）された

ことによる効果 

 

○ 
市街地再開発、区画整理等の沿道まちづ

くりとの連携に関する効果 
 

○ 中心市街地内で行われたことによる効果  

□ 
幹線都市計画道路網密度が 1.5km/km2 以

下である市街地内での事業である 
 

□ 
DID 区域内の都市計画道路整備であり、

市街地の都市計画道路網密度が向上 
 

１．活力 

都市の再生 

□ 

対象区間が事業実施前に連絡道路がなか

った住宅宅地開発(300 戸以上又は 16ha

以上、大都市においては 100 戸以上又は

5ha 以上)への連絡道路となった 
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◇客観的指標 

 

＜事業の効果や必要性を評価するための指標（2/3）＞ 

政策目標 

大項目 中項目 
指 標 備考 

□ 
高速自動車国道と並行する自専道（A'路

線）としての位置づけあり 
 

□ 地域高規格道路の位置づけあり  

□ 
当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹

線道路で連絡するルートを構成する 
 

■ 
当該路線が隣接した日常活動圏中心都市

間を 短時間で連絡する路線を構成する

徳島県三好市(旧池田町)(三好地方生活圏中

心都市)～徳島県美馬市(旧脇町)(脇二次生

活圏中心都市)・38 分→35 分(3 分短縮) 

徳島県三好市(旧池田町)(三好地方生活圏中

心都市)～香川県坂出市(香川西部地方生活

圏中心都市)・80 分→77 分(3 分短縮) 

□ 現道等における交通不能区間が解消  

□ 
現道等における大型車のすれ違い困難区

間が解消 
 

国土・地域ネッ

トワークの構

築 

● 
日常活動圏の中心都市へのアクセス向上

の状況 

旧井川町、旧三野町、旧三好町、旧三加茂町

～三好市(旧池田町)(三好地方生活圏中心都

市) 

・それぞれ 13 分→10 分、29 分→26 分、13

分→10 分、21 分→18 分(3 分短縮) 

○ 

鉄道や河川等により一体的発展が阻害さ

れていた地区の一体的発展への寄与の状

況 

 

○ 

拠点開発プロジェクト、地域連携プロジ

ェクト、大規模イベントの支援に関する

効果 

 

● 
主要な観光地へのアクセス向上による効

果 

香川県方面から大歩危、小歩危、祖谷渓、祖

谷のかずら橋等の吉野川、祖谷川沿線観光地

へのアクセス利便性向上 

・剣山ブロックの観光入込客数：2,494 千人

(H18) 

１．活力 

個性ある地域

の形成 

○ 
新規整備の公共公益施設と直結されたこ

とによる効果 
 

○ 

自転車利用空間が整備されたことによる

当該区間の歩行者・自転車の通行の快

適・安全性向上の状況 

 

歩行者･自転車

のための生活

空間の形成 

□ 

交通バリアフリー法に基づく重点整備地

区における特定経路を形成する区間が新

たにバリアフリー化された 

 

□ 
対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位

置づけあり 
 

無電柱化によ

る美しい町並

みの形成 

□ 

市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特

別保存区域及び重要伝統的建造物保存地

区）等の幹線道路において新たに無電柱

化を達成 

 

２．暮らし 

安全で安心で

きるくらしの

確保 

● 三次医療施設へのアクセス向上の状況 
三次医療施設である徳島県立三好病院から

の 30 分圏域人口が約 11,000 人増加した。

● 

現道等における交通量の減少、歩道の設

置又は線形不良区間の解消等による安全

性向上の状況 

現道の死傷事故件数が減少した。・13 件/年

(H10～14 平均)→10 件/年(H15～H17 平

均)(23%減) 

３．安全 安全な生活環

境の確保 

○ 
歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置

されたことによる安全性向上の状況 
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◇客観的指標 

 

＜事業の効果や必要性を評価するための指標（3/3）＞ 

政策目標 

大項目 中項目 
指 標 備考 

□ 

近隣市へのルートが１つしかなく、災害

による１～２箇所の道路寸断で孤立化す

る集落が解消 

 

■ 

対象区間が、都道府県地域防災計画、緊

急輸送道路ネットワーク計画又は地震対

策緊急整備事業計画に位置づけがある、

又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置

づけのある路線（以下「緊急輸送道路」

という）として位置づけあり 

「徳島県地域防災計画」で、第一次緊急輸

送道路に指定されている。 

□ 

緊急輸送道路が通行止になった場合に大

幅な迂回を強いられる区間の代替路線を

形成 

 

□ 
並行する高速ネットワークの代替路線と

して機能 
 

□ 

現道等の防災点検又は震災点検要対策箇

所もしくは架替の必要のある老朽橋梁に

おける通行規制等が解消 

 

３．安全 災害への備え

□ 
現道等の事前通行規制区間、特殊通行規

制区間又は冬期交通障害区間が解消 
 

地球環境の保

全 
● 

対象道路の整備により削減される自動車

からの CO2 排出量 
排出削減量 2,000t(1%削減)【a区間】 

● 
現道等における自動車からの NO2 排出削

減率 
排出削減量 22.6t(57%削減)【b区間】 

● 
現道等における自動車からの SPM 排出削

減率 
排出削減量 2.1t(55%削減)【b 区間】 

○ 

現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超

過していた区間の騒音レベルの改善の状

況 

 

４．環境 

生活環境の改

善・保全 

○ その他、環境や景観上の効果  

● 
関連する大規模道路事業と一体的整備の

必要性または一体的整備による効果 

井川池田インターへのアクセスが向上した。

各方面から約 1～2 分の短縮。 

他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

との関係 

○ 他機関との連携プログラムに関する効果  

５．その他 

その他 
□ 

その他、対象地域や事業に固有の事情等、

以上の項目に属さない効果 
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◇事業の効果や必要性の評価に対応する事後評価項目 

１．活力について 

＜円滑なモビリティの確保＞ 

○ 三好大橋南詰交差点を中心とした渋滞が解消、渋滞損失時間は削減。 

○ 井川池田ＩＣ付近の旅行速度が向上。 

○ バス路線の利便性が向上。 

○ 特急停車駅「阿波池田駅」へのアクセスが向上。 

○ 第二種空港「高松空港」へのアクセスが向上。 

＜物流効率化の支援＞ 

○ 農林水産品の流通の利便性向上。 

＜国土・地域ネットワークの構築＞ 

○ 隣接した日常活動圏の中心都市である「旧脇町」及び「坂出市」へのアクセスが向上。 

○ 日常活動圏の中心都市である「旧井川町」、「旧池田町」、「旧三加茂町」、「旧三好町」及び

「旧三野町」へのアクセスが向上。 

＜個性ある地域の形成＞ 

○ 主要な観光地へのアクセスが向上。 
 

２．暮らしについて 

＜安全で安心できる暮らしの確保＞ 

○ 三次医療施設「徳島県立三好病院」へのアクセス向上。 

 

３．安全について 

＜安全な生活環境の確保＞ 

○ 交通容量の拡大により安全性が向上。 

＜災害への備え＞ 

○ 第１次緊急輸送道路として災害時の信頼性が向上。 

 

４．環境について 

＜地球環境の保全＞ 

○ 自動車からの CO2排出量が約 2,000t(1%)削減。 

＜生活環境の改善・保全＞ 

○ 並行する国道 192号等における NO2排出量が約 22.6t(57%)削減。 

○ 並行する国道 192号等における SPM排出量が約 2.1t(55%)削減。 

 

５．その他 

＜他のプロジェクトとの関係＞ 

○ 井川池田インターへのアクセスが向上。 
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環境影響評価に対応する項目  

 

  

その他評価すべきと判断した項目  

事 

業 

に 

よ 

る 

環 

境 

変

化 

 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  

【高規格道路の整備】 

・平成 4年(1992 年) 1 月：高知自動車道 川之江 JCT～大豊 IC 供用 

・平成 6年(1994 年) 3 月：徳島自動車道 藍住 IC～脇町 IC 間供用 

・平成 7年(1995 年) 8 月：徳島自動車道 徳島 IC～藍住 IC 間供用 

・平成 9年(1997 年) 12 月：徳島自動車道 脇町 IC～美馬 IC 間供用 

・平成 11 年(1999 年) 3 月：徳島自動車道 美馬 IC～井川池田 IC 間供用 

・平成 12 年(2000 年) 3 月：徳島自動車道 井川池田 IC～川之江東 JCT 間の供用により徳島自

動車道が全線供用 

・平成 16 年(2004 年)10 月：吉野川ハイウェイオアシススマート IC 社会実験開始 

・平成 18 年(2006 年) 9 月：吉野川ハイウェイオアシススマート IC 本格導入 

【市町村合併】 

・平成 18 年(2006 年) 3 月：三野町、池田町、山城町、井川町、東祖谷山村、西祖谷山村の合併

により三好市が誕生 

事業の投資効果   

事業の投資効率性（基準年：平成 20 年度 検討年次 50 年間で算出） 

費用便益比：B/C＝1.1 

総 費 用：３０９億円 

総 便 益：３３８億円 

経済的純現在価値（B-C）：２９億円 

経済的内部収益率（EIRR）：4.4％ 
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今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性   

井川インター関連により、以下のような効果が発現している。 

・三好大橋南詰交差点の渋滞解消 

・渋滞解消により路線バスの定時性が向上 

・三好地方生活圏から高松、坂出方面へのアクセス利便性向上 

・東南海・南海地震発生時の緊急輸送路の信頼性が向上 
 

このように、井川インター関連による効果の発現は十分なものであり、今後も当該地域におい

て大きな周辺環境の変化はないものと考えられることから、今後の事後評価の必要性及び改善措

置の必要性はないと考える。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  

 特に同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性はないと考える。 

 



一般国道 32 号 

井川インター関連 
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１．事業概要 

１.１.事業の目的 
三好地方生活圏の中心都市である三好市及びその周辺地域は、産業、経済、教育等の各

種の機能が集積しており、徳島県西部の中心として発展している。また三好市は、四国の

主要幹線である一般国道３２号、１９２号が市内で交差しており、広域交通の要衝となっ

ている。このため、朝夕のピーク時を中心に、地域を通過する広域交通と地域内の通勤・

通学等の生活交通が輻輳
ふくそう

し、交通混雑が慢性化していた。 

特に、一般国道３２号と１９２号が重複する三好大橋付近では渋滞が著しく、根本的な

対策が必要となっていた。 

更に、地域の活性化に向けて、大歩危やかずら橋といった四国を代表する観光地へのア

クセスの強化や高速交通ネットワークを構成する井川池田ＩＣへのアクセス強化などが

不可欠であった。 

 井川インター関連道路はこれらの課題に対処し、徳島県西部の活性化を支援する目的で

計画整備されたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 

Ｎ
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１.２.事業経緯 
 

項 目 経 緯 

事業 
化 

平成 2年度（1990 年度） 

用地 
着手 

平成 4年度（1992 年度） 

工事 
着手 

平成 7年度（1995 年度） 

完成 
供用 

平成 14 年度（2002 年度） 

供用 

年次 

 
Ｎ 
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１.３.事業計画諸元 
＜井川インター関連＞ 
■計画区間：三好市池田町州津～三好市池田町ヤマダ 

■計画延長：２.４kｍ 

■道路構造：第３種第１級及び第２級 

■車 線 数：４車線及び２車線 

■標準幅員：下図参照 

 
 
 
 
 
 

＜四国中央橋＞ 
■計画区間：三好市池田町州津～三好市井川町西井川 

■橋  長：５４８ｍ 

■道路構造：第３種第２級 

■車 線 数：２車線 

■標準幅員：下図参照 

 
 
 
 
 
 

＜箸蔵大橋＞ 
■計画区間：三好市池田町州津地内 

■計画延長：１３４ｍ 

■道路構造：第３種第２級 

■車 線 数：２車線 

■標準幅員：下図参照 

 
 
 

3.0
3.5 3.5 3.5 3.5

1.5 7.0 2.0 7.0 1.5 3.0
25.0

1.5

拡幅部(吉野川南岸区間) 

3.0
3.5 3.5

1.5 7.0 1.5 3.0
16.0

バイパス部(吉野川北岸区間) 

3.0
3.5 3.5

0.75 7.0 0.75 3.0
14.5
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3.5 3.5

0.75 7.0 0.75 3.0
14.5

いかわ 

しゅうづ 

にしいかわ しゅうづ 

しゅうづ 

はしくら 

みよし みよし 

みよし 

みよし 

みよし いけだ 

いけだ いけだ 

いけだ 
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２.道路の利用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21,300

23,500
21,200

24,200 23,700 24,400

17,500

20,900
20,300 19,500

16,400
17,900

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

S63 H2 H6 H9 H11 H17

(台/日) 平日 休日

H15.3 井川インター関連供用

【交通量の推移】 

・一般国道32号(井川町西井川)の平日交通量は、昭和63年から平成9年にかけて約3,000台/

日増加しているが、それ以降は、24,000台/日前後で推移している。 

・一方、休日交通量は、平成11年以降、徳島自動車道の供用に伴い2～3千台減少している。

■一般国道 32 号(井川町西井川)の交通量の推移 

(出典：道路交通センサス 調査地点番号 1020) 

H12.3 徳島自動車道全線供用 

H9.12 徳島自動車道 脇町～美馬間供用

H11.3 徳島自動車道 美馬～井川池田間供用

(1988 年) (1990 年) (1994 年) (1997 年) (1999 年) (2005 年) 
H4.1 高知自動車道 川之江～大豊供用 

H6.3 徳島自動車道 藍住～脇町間供用

H7.8 徳島自動車道 徳島～藍住間供用 

■調査地点図 

Ｎ 

H11 道路交通センサス 
以前の調査地点 

H17 道路交通センサス
調査地点 
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18,700

11,100

7,900

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

供用前H11 供用後H15

(台/12h) バイパス

現道
19,00018,700

【バイパス供用前後における交通量の変化】 

・現道の交通量は約18,700台/12hであったが、井川インター関連供用後には約11,100台/12h

と大幅に減少している。 

約 7,600 台/12h

(41%)減少 

（台/12h） 
■現道とバイパス区間の交通量の変化 

(出典：H11 道路交通センサス、H15.7.8 供用後調査) 

(1999 年) (2003 年)

■供用後調査箇所 

現道調査箇所 

Ｎ 

バイパス調査箇所 交通が分散 
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2.83

0.93

1.581.66
1.501.54

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

S63 H2 H6 H9 H11 H17

混雑度

混雑度 交通状況 

1.00 

未満 

渋滞やそれに伴う極端な

遅れがほとんどない状態 

1.00 

～1.25 

1,2 時間程度混雑する状態

(朝夕ピーク時の渋滞) 

1.25 

～1.75 

連続的混雑への過渡状態 

(ピーク時～1 日中渋滞) 

1.75 

以上 

慢性的な混雑状態 

(1 日中渋滞) 

 

【混雑状況】 

・一般国道32号(井川町西井川)の混雑度は、長年、1.50以上であったが、井川インター関連

供用後の平成17年には1.00を下回った。 

・三好大橋の交通が分散されたことで、第3次主要渋滞ポイントであった三好大橋南詰交差

点の渋滞が解消した。 

H15.3 井川インター関連供用

H11.3 徳島自動車道 美馬～井川池田間供用 

H12.3 徳島自動車道全線供用 

H9.12 徳島自動車道 脇町～美馬間供用 

■三好大橋南詰交差点の渋滞状況 

(調査日：供用前 H9.5.15(第 3 次主要渋滞調査時)、供用後 H15.7.8) 

(1988 年) (1990 年) (1994 年) (1997 年) (1999 年) (2005 年) 

H4.1 高知自動車道 川之江～大豊供用 

H6.3 徳島自動車道 藍住～脇町間供用

H7.8 徳島自動車道 徳島～藍住間供用 

三好大橋南詰交差点 

・渋滞長 550m(H9) 

・交差点通過時間 4 分(H9)

 ⇒ 解消(H15) 

Ｎ

H11 道路交通センサス
以前の調査地点 

供用前の渋滞状況

H17 道路交通センサス
調査地点 

・渋滞長 800m(H9) 

・交差点通過時間 6 分(H9) 

 ⇒ 解消(H15) 

■一般国道 32 号(井川町西井川)の混雑度の推移 

(出典：道路交通センサス 調査地点番号 1020) 

■混雑度の解釈 
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【旅行速度の推移】 

・一般国道32号(井川町西井川)の混雑時時旅行速度は、年々、低下しており、平成11年には

19.7km/hと20.0km/hを下回る速度であったが、井川インター関連供用後の平成17年に42.8

～46.5km/hと大幅に改善された。 

・また、井川インター関連(四国中央橋)を利用することで、所要時間が3分短縮された。 

19.7

46.5

22.6
19.3

23.6

30.0

42.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

S63 H2 H6 H9 H11 H17

(km/h)

井
川
池
田
イ
ン
タ
ー
以
西
区
間 

井
川
池
田
イ
ン
タ
ー
以
東
区
間 

(※) 

■一般国道 32 号(井川町西井川)の混雑時旅行速度の推移 

(出典：道路交通センサス 調査地点番号 1020) 

H11.3 徳島自動車道 美馬～井川池田間供用

H12.3 徳島自動車道全線供用 

H9.12 徳島自動車道 脇町～美馬間供用

H15.3 井川インター関連供用

(1988 年) (1990 年) (1994 年) (1997 年) (1999 年) (2005 年) 
H4.1 高知自動車道 川之江～大豊供用 

H6.3 徳島自動車道 藍住～脇町間供用

H7.8 徳島自動車道 徳島～藍住間供用 

■調査区間図 

対象センサス区間※ 

注）平成 17 年のセンサスで調査区間が分割された。

(以西区間) 
(井川池田 IC 以東区間)

Ｎ 

所要時間 3 分短縮

※所要時間は H11,H17 センサス 

の混雑時旅行速度より算定 

四国 

中央橋
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■一般国道 32 号(三好大橋南詰交差点～県道観音寺池田線間)の死傷事故件数の推移 

(出典：交通事故統合データベース) 

【死傷事故の推移】 

・現道の死傷事故件数は、井川インター関連供用前5年の平均13件/年に対して、供用後は約

23%削減された10件/年程度で推移している。 
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(件/年)

約 23% 

削減 

H15.3 井川インター関連供用 

(2002 年) (2003 年) (2004 年) (2005 年) 

平均 10 件/年 

(H15～H17) 

平均 13 件/年

(H10～H14) 

(1998 年) (1999 年) (2000 年) (2001 年)

■死傷事故件数 評価区間 

評価区間 

Ｎ 
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３.事業の効果 

Ｖ

３.５.暮らし－安全で安心できるくらしの確保・・・・・・・・・・・・ 

・三次医療施設「徳島県立三好病院」へのアクセス向上。 

P.19 

■暮らしの向上 

３.６.安全－安全な生活環境の確保・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・交通容量の拡大により安全性が向上。 

３.７.安全－災害への備え・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・第１次緊急輸送道路として災害時の信頼性が向上。 

P.20 

P.21 

■安全性の向上 

３.８.環境－地球環境の保全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・自動車からのＣＯ２排出量を削減。 

３.９.環境－生活環境の改善・保全・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・自動車からのＮＯ２、ＳＰＭ排出量を削減。 

P.23 

P.24 

■環境の向上 

３.１０.その他－他のプロジェクトとの関係・・・・・・・・・・・・・ 

・井川池田インターへのアクセスが向上。 
P.25 

■その他 

井 川 イ ン タ ー 関 連 事 業 に よ る 効 果 

３.１.活力－円滑なモビリティの確保・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・三好大橋南詰交差点を中心とした渋滞の解消により渋滞損失時間は減少。 

・井川池田ＩＣ付近の旅行速度が向上。 

・バス路線の利便性が向上。 

・特急停車駅「阿波池田駅」へのアクセスが向上。 

・第二種空港「高松空港」へのアクセスが向上。 

３.２.活力－物流効率化の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・農林水産品の流通の利便性向上。 

３.３.活力－国土・地域ネットワークの構築・・・・・・・・・・・・・ 

・隣接した日常生活圏の中心都市である「旧脇町」及び「坂出市」への 

アクセスが向上。 

・日常活動圏の中心都市である「「旧井川町」、旧池田町」、「旧三加茂町」、

「旧三好町」及び「旧三野町」へのアクセスが向上。 

３.４.活力－個性ある地域の形成・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・主要な観光地へのアクセスが向上。 

P.10～14

P.15 

P.16～17

P.18 

■地域活力の向上 



 -10-

  

３.１.活力－円滑なモビリティの確保 

 

 

 

 

 

 

 

井川インター関連事業の整備前と整備後における渋滞状況の変化 

・主要渋滞ポイントである三好大橋南詰交差点を中心とした渋滞が解消し、渋滞損失
時間は大幅に減少 

● 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率 

Ｎ 

三
好
大
橋

国道192号

国道192号

至 

高
知

至 

徳
島

至 高松

三好大橋南詰交差点

８００ｍ（６分） 

渋滞解消！ 

 
渋

滞
解

消
！

 

※赤色は整備前、
青色は整備後の
渋滞状況をそれ
ぞれ示す。 渋滞長 

交差点通過時間

○○ｍ(○分) 

凡 例 

Ｎ

整備前における渋滞状況 

渋滞なし 

渋滞なし 

 ５
５

０
ｍ

（４
分

） 

凡 例 
渋滞

渋滞損失時間算出区間 

整備前における渋滞状況 
(三好大橋橋上) 

渋滞損失時間 
 
 
 
 
 

 

 

※当該事業の影響が最も大きい区間 

(並行区間：国道 192 号等)【ｂ区間】

※平成 17 年推計交通量を基に算定 

主要渋滞ポイント 
三好大橋南詰交差点 

53.4

6.5
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70.0

整備なし 整備あり

(万人時間/年)

約８８％
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・井川池田ＩＣ入口交差点付近の旅行速度が約２７km/h向上〔１９.７km/h⇒４６.５km/h〕。 

 

 

 

 

整備後の 
旅行速度 
観測区間 平日混雑時旅行速度 

 
 
 
 
 
 

※整備前はＨ11 道路交通センサス、整備後は H17 道路

交通センサス。 

19.7

46.5

0

20

40

60

(km/h)

整備なし 整備あり

整備前の旅行速度観測区間 

Ｎ 

吉野川 

・井川池田ＩＣ入口交差点付近の旅行速度が向上 

● 現道等における混雑時旅行速度が２０km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待され

る 

整備前における状況 整備後における状況 

約２７km/h 
向上 
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・当該路線を利用するバス（30便/日）の定時性が向上した。 

・対象バス路線〔バス会社：四国交通、路線数：3路線、便数：30便/日〕Ｈ20.9現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三好大橋南詰交差点の渋滞解消により路線バスの定時性が向上 

● 当該路線の整備によるバス路線の利便性向上の状況 

 四国交通株式会社へのヒアリング  
【当該事業整備前の状況について】 
・平日の朝夕ピーク時は、渋滞により当区間の

運行ダイヤが３０分程度遅れていた。 
・国道１９２号の渋滞により会社の敷地から出ら

れない（右折合流できない）ことがあった。 
・連休（ゴールデンウイーク）と１０～１１月の観光

シーズンは、県外観光客が多く平日ピーク時

以上の渋滞が発生していた。  
【当該事業整備後の状況について】 
・全く渋滞しなくなった。 
・快適に走行できる様になった。 
 

阿波池田バスターミナル 

路線バスの走行状況 

阿
波
池
田
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル 渋滞ポイント

の解消！

吉野川

Ｎ

四国交通
株式会社
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・旧三好町及び旧井川町から阿波池田駅(特急停車駅)への所要時間がそれぞれ３分短縮された。 

〔１５分⇒１２分〕 

 

 

 

・旧三好町及び旧井川町から阿波池田駅(特急停車駅)へのアクセス向上 

● 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上の状況 

旧井川町 

旧三好町 

15 分⇒12 分 

15 分⇒12 分

■ＪＲ阿波池田駅 
・年間乗降客数：約５０万人(H14) 

・三好市地方生活圏の中心駅として機能している。 

・すべての列車が停車する。 

 

 

運行便数 

土讃線 徳島線
高知方面

（下り）
琴平方面

（上り）
徳島方面

（上り）

普通 13 9 15
特急 16 15 6
合計 29 24 21
※2008年9月1日現在

Ｎ 

※所要時間は H11,H17 センサスの混雑時旅行速度より算定  ・整備前(H11)  ・整備後(H17)
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・三好市(旧池田町)から高松空港(第二種空港)までの所要時間

が３分短縮。〔７９分⇒７６分〕 

・高松空港は、国際定期路線が開設されている空港である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三好市(旧池田町)から高松空港(第二種空港)へのアクセス向上 

● 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上の状況 

高松空港 

三好市役所 

Ｎ 

便 名 便数 備 考 

東京便 １０往復/日 毎日 

鹿児島便 １往復/日 毎日 国内線

那覇便 １往復/日 毎日 

国際線 ソウル便 ３往復/週 火･金･日 

0
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)

旅客数 貨物取扱量

■高松空港の旅客数・貨物取扱量の推移 

■高松空港の航空便(平成 20 年 10 月現在) 

(出典)国土交通省大阪航空局 HP 
(2001 年) (2002 年) (2003 年) (2004 年) (2005 年) 

三好市役所⇒高松空港の所要時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※所要時間はH11,H17 センサスの混雑時旅行速度より算定

  ・整備前(H11)  ・整備後(H17) 

79 76

0

20

40

60

80

100

(分)

整備なし 整備あり 

３分 
短縮 
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３.２.活力－物流効率化の支援 

 
 
 
 

・三好市(旧三野町)は全国有数のはっさくの産地である。 

全国の市町村内で第 17 位〔511 トン/年：H17〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■はっさく収穫量の市町村別比較 
順位 生産地 収穫量(ｔ)

1 和歌山県 紀ノ川市 15,100

2 広島県 尾道市 5,320

3 和歌山県 有田川市 4,210

4 愛媛県 今治市 2,740

5 和歌山県 日高川町 2,090

6 和歌山県 かつらぎ町 1,650

7 和歌山県 海南市 1,420

8 和歌山県 和歌山市 1,170

9 和歌山県 田辺市 859

10 和歌山県 由良町 792

11 徳島県 美馬市 784

・・・ 

・・・ 

・・・ 

16 愛媛県 上島町 515

17 徳島県 三好市 511

18 和歌山県 湯浅市 490

※農林水産省 HP 統計情報 

・三好市のはっさくの流通の利便性が向上 

● 農林水産業を主体とする地域における農林水産品の流通の利便性向上の状況 

井川池田ＩＣ 

Ｎ 

全国有数のはっさくの産地 
（三好市（旧三野町）） 
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３.３.活力－国土・地域ネットワークの構築 

 

 

 

 

・三好地方生活圏からは、隣接する脇二次

生活圏、香川県の香川西部地方生活圏、 

愛媛県の新居浜西条地方生活圏への通勤

流動が多く、生活圏間のつながりが強く 

なっている。 
 

・三好地方生活圏の中心都市(旧池田町)と、脇２次生活圏の中心都市(旧脇町)及び
香川西部地方生活圏の中心都市(坂出市)を結ぶ最短経路 

●当該路線が隣接した日常生活圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

通勤流動 

資料：H17 国勢調査 

Ｎ 

単位：人 

※所要時間は H11,H17 センサスの混雑時旅行速度より算定  ・整備前(H11)  ・整備後(H17)

凡 例 
整備前の 
所要時間 

△分⇒□分 

整備後の 
所要時間 

38 分⇒35 分

80 分⇒77 分 

旧脇町 

坂出市 

旧池田町 

事事業業箇箇所所  
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・旧池田町は、他町村からの通勤依存度 

が高く、三好地方生活圏の中心都市として 

機能している。 
・また、三好地方生活圏で唯一の大規模 

商業施設を有する。 
・旧井川町、旧三加茂町、旧三好町、旧三

野町から三好生活圏中心都市である旧池

田町への所要時間がそれぞれ３分短縮。 

・旧井川町、旧三加茂町、旧三好町、旧三野町から三好生活圏中心都市である旧池田
町へのアクセスが向上 

● 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況 

Ｎ 

通勤流動 

資料：H17 国勢調査 

単位：人 

割合は、 
旧池田町に通勤する人数 
町村外に通勤する人数 
を示す。 

旧池田町に 
○○ 通勤する人数 

（○○） 割合 

※所要時間は H11,H17 センサスの混雑時旅行速度より算定  ・整備前(H11)  ・整備後(H17)

旧三好町：13 分⇒10 分 

旧井川町：13 分⇒10 分 

旧三加茂町：21分⇒18分

事事業業箇箇所所  

三好地方生活圏唯一の大規模商業施設が平成 19 年 7 月に開店 

・店舗面積 7,767m2 

・15 の専門店からなるショッピングセンター 

旧三野町：29 分⇒26 分

凡 例 
整備前の 
所要時間 

○○町：△分⇒□分

整備後の 
所要時間 
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３.４.活力－個性ある地域の形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・三好市内に点在する観光地へのアクセスが向上 

● 主要な観光地へのアクセス向上による効果 

大歩危・小歩危 

四国霊場番外札所の箸蔵寺 日本棚田百選の下影(しもかげ)の棚田 四国霊場第６６番札所の雲辺寺 

祖谷(いや)のかずら橋 

日本最高のラフティングスポット＝吉野川 

Ｎ 

黒沢(くろぞう)湿原 

当該事業 
箇所 

西日本第２の高峰＝剣山 

東洋一の断崖絶壁＝竜ヶ岳 

 四国交通株式会社へのヒアリング  
・整備前における連休（ゴールデンウイーク）と １０～

１１月の観光シーズンは、県外観光客が多く平日ピ

ーク時以上の渋滞が発生していたが、整備後は渋

滞しなくなった。 

剣山ブロック※の観光入込客数：約２５０万人／年 
(H18 年)

※剣山ブロック＝三好市、美馬市、東みよし町、つるぎ町 

三嶺(みうね) 
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３.５.暮らし－安全で安心できる暮らしの確保 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 みよし広域連合消防本部へのヒアリング  
・徳島県立三好病院に搬送するケースが８割程度で一番多い。 
（平成 19 年度の救急出動件数＝1,846 件のうち、三好病院に搬送した件数は 1,476 件である） 

【当該事業整備前の状況について】 
・三好大橋南詰交差点が混雑により、サイレンを鳴らしていても 
２～３分のロスが発生する。 

・三好大橋は路肩に車両が寄せられていても追越できなかった。 
【当該事業整備後の状況について】 
・当事業により渋滞することも無く走行できる様になった。 

３０分圏域拡大 

３０分圏域拡大 

新たに香川県三豊市財田町

の 4,516 人が 30 分圏域に 

(1,331 世帯) 新たに徳島県つるぎ町半田

及び美馬市美馬町の 

6,970 人が 30 分圏域に 

(2,299 世帯) 

事事業業箇箇所所  

・三次医療施設である徳島県立三好病院に３０分以内で到達可能な圏域が拡大 

●三次医療施設へのアクセス向上の状況 

Ｎ 

■三次医療施設 徳島県立三好病院 
・三好地方生活圏唯一の三次医療施設 

・病床数：220床 

・平成17年8月29日に小規模救命救急センターを開所 

整備前の３０分圏域 

整備後の３０分圏域 

※30 分圏域は、H11,H17 センサスの混雑時旅行速度より算定  ・整備前(H11)  ・整備後(H17) 

※圏域人口は、平成 17 年国勢調査人口の小地域をもとに集計小地域の中心部が 30 分圏域に含まれるか否かで評価した。 

多量出血後、約３０分で５０％死亡。

カーラーの救命曲線
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３.６.安全－安全な生活環境の確保 

 

 

 

 
 
・現道の死傷事故件数は、井川インター関連供用前5年の平均13件/年に対して、供用後3年は 

平均10件/年程度と約23％削減された。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・井川インター関連事業により現道の安全性が向上 

●現道等における交通量の減少、歩道の設置又は線形不良区間の解消等による安全性向上

の状況 

■一般国道 32 号(三好大橋南詰交差点～県道観音寺池田線間)の死傷事故件数の推移 

(出典：交通事故統合データベース) 
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約 23% 

削減 

H15.3 井川インター関連供用 

(2002 年) (2003 年) (2004 年) (2005 年) 

平均 10 件/年 

(H15～H17) 

平均 13 件/年

(H10～H14) 

(1998 年) (1999 年) (2000 年) (2001 年)

■死傷事故件数 評価区間 

評価区間 

Ｎ 
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３.７.安全－災害への備え 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ

第１次緊急輸送道路 

・四国中央橋が新たに第１次緊急輸送道路に指定 
・緊急輸送ネットワークの信頼性が向上 

●対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急

整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路

線(以下「緊急輸送道路」という)として位置づけあり 

三好大橋 

大規模な地震時に、三好大橋は落橋や橋脚の破損に
より、通行不能になる恐れがあった。 

第１次緊急輸送道路 

Ｎ

四国中央橋 
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【参 考】 
 
 
 

東南海・南海地震震度予測図 
資料：徳島県危機管理局南海地震対策課 

■東南海・南海地震 

今後３０年以内に５０～６０％、

今後５０年以内に８０～９０％の確

率で、大規模な東南海・南海地震

が発生すると予測されている。 
井川インター関連道路が整備さ

れた旧池田町も震度５強～６弱の

大きな地震が予測されている。 

事事業業箇箇所所  

・井川インター関連道路の整備により、大規模な地震時に発生すると考えられていた迂回
が解消 

・三好大橋、美濃田大橋及び県道白地州津線が通行不能になった場合、約２１分（約１２
ｋｍ）の迂回が発生 

凡 例 

整備後の 
迂回路 

整備前の 
迂回路 

   

井川インター関連道路がない場合 

迂回あり：15.1km 25.0 分 

井川インター関連道路がある場合 

迂回なし：2.7km 4.0 分 

三三大橋(Ｈ３供用) 

災害時においても、安心して通行
することができる。 

三好大橋(Ｓ３３供用) 

橋脚の破損により、通行不能に
なる危険性がある。 

美濃田大橋(Ｓ３９供用) 

橋脚の破損により、通行不能に
なる危険性がある。 
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３.８.環境－地球環境の保全 

 
 
  
・井川インター関連事業による交通の円滑化に伴い、自動車からの二酸化炭素(ＣＯ２)排出量が 

削減され、沿道住民の生活環境が向上している。 
 

－ＣＯ２排出量－ 

整備なし 整備あり 削減量 削減率 

197,000 195,000 2,000 1% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

197,000

195,000

190,000

191,000

192,000

193,000

194,000

195,000

196,000

197,000

198,000

整備なし 整備あり

(t/ 年)

・ＣＯ２排出量を年間約２，０００ｔ削減 

●対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量 

単位：ｔ/年 

森林１ha がＣＯ２を１年間に吸収する量⇒10.6ｔ/年 

井川インター関連によるＣＯ２の排出削減量＝2,000ｔ/年 

１年間で満濃池(香川県)の約１．４個分(約 190ha)の森林が吸収するＣＯ２に相
当する量を削減！ 

※植林によるCO2 吸収量は、10.6ｔ-CO2/ha/年とし

て試算（出典：「土地利用、土地利用変化及び林

業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良

手法指針）、IPCC；気候変動に関する政府間パネ

ル」。） 

※満濃池(まんのういけ)・・・香川県まんのう町に

ある周長約20ｋｍ、貯水量1540万トン、面積約

140hａの日本一の灌漑用ため池 

 

※当該事業の整備により影響を受ける範囲の区間【ａ区間】 

※平成17年推計交通量を基に排出量を算定 

年間約 2,000t(1%)削減 
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３.９.環境－生活環境の改善・保全 

 
 
 
 
・井川インター関連事業による交通の円滑化に伴い、自動車からの二酸化窒素(ＮＯ２)、浮遊粒  

子状物質(ＳＰＭ)排出量が削減され、沿道住民の生活環境が向上している。 

 

－ＮＯ２排出量－ 

整備なし 整備あり 削減量 削減率 

39.8 17.2 22.6 57％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ＳＰＭ排出量－ 

整備なし 整備あり 削減量 削減率 

3.8 1.7 2.1 55% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＮＯ２排出量を約５７％、ＳＰＭ排出量を約５５％削減 

●現道等における自動車からのＮＯ２排出削減率 

●現道等における自動車からのＳＰＭ排出削減率 

単位：ｔ/年 

単位：ｔ/年 

大型車 1,000 台が徳島～大阪を往復した時のＮＯ２の排出量＝1.32ｔ/日 

井川関連事業によるＮＯ２の排出削減量＝22.6ｔ/年 

１年間で大型車約 17,000 台が徳島～大阪間を往復した時に排出されるＮＯ２に相
当する量を削減！ 

ＳＰＭの排出削減量 0.1ｔ⇒500ml のペットボトル約 1000 本に相当 

井川関連事業によるＳＰＭの排出削減量＝2.1ｔ/年 

１年間で 500ml のペットボトル約 21,000 本に相当する量を削減！ 

 

 NOX

 NOX

 NOX 
 NOX

  

 

※徳島～大阪間往復約300km、速度40km/hで走行した場合の大型車の排出量 

※当該事業の影響が最も大きい区間(並行区間：国道192号等)【ｂ区間】  ※平成17年推計交通量を基に排出量を算定 

39.8

17.2

0.0
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整備なし 整備あり

(t/ 年)

3.8

1.7

0.0
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2.0

3.0

4.0

5.0

整備なし 整備あり

(t/ 年)

年間約 22.6t(57%)削減

年間約 2.1t(55%)削減
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３.１０.その他－他のプロジェクトとの関係 

 
 
 
・平成１１年３月に供用された井川池田インターは、ピーク時間帯や観光シーズンにおける一般

国道３２号三好大橋南詰交差点を中心とした渋滞のため、アクセスが低下していたが、井川イ

ンター関連の整備により、渋滞が解消し、各方面からのアクセスが向上した。 

・東方面(旧井川町)、北方面(旧三好町)からの所要時間がそれぞれ２分、西方面(旧池田町)から

の所要時間が１分短縮。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・井川池田インターへのアクセスが向上 

●関連する大規模道路事業と一体的整備の必要性または一体的整備による効果 

旧三好町：9 分⇒7 分

旧井川町：9 分⇒7 分

旧池田町：4 分⇒3 分 

Ｎ 

井川池田ＩＣ

※所要時間は H11,H17 センサスの混雑時旅行速度より算定 

・整備前(H11)  ・整備後(H17) 凡 例 
整備前の 
所要時間 

○○町：△分⇒□分 

整備後の 
所要時間 
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４.費用便益分析 

 

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道32号 井川インター関連 L= 2.4 km 二次改築 現拡・ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

8,100～18,400 2、4 四国地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成20年度

単純合計 242億円 12億円 254億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

302億円 7億円 309億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年

供 用 年

単年便益
（初年便益）

8億円 1億円 0億円 9億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

314億円 20億円 4億円 338億円 

平成20年度

平成13年度（暫定）、平成15年度（完成）

 
③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

4.4%

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.1

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 29億円 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）
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